
あやべ
市議会だより

No.126
2019年（令和元年）

8月発行

発行／綾部市議会　綾部市若竹町８の１　綾部市議会事務局　TEL・FAX（0773）42-1259　E-mail／gikaijimukyoku@city.ayabe.lg.jp
検索★ホームページのアクセスは、検索画面で　　　　　　　　　　　を入力してクリック！綾部市議会│

写真：綾部ふれあい牧場
　　  5万本のひまわり

総合計画特別委員会を設置



総合計画特別委員会を設置
　「第６次綾部市総合計画基本構想に基づく基本計画」に関する調査・研究及び審査を行
うことを目的とし、全議員で構成する総合計画特別委員会を設置しました。

委員長　荒　木　敏　文　　　　　副委員長　種　清　喜　之
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６月定例会

令和元年６月定例会を６月17日から７月５日までの19日間
の会期で開催しました。
本定例会では市長から提案された議案18件を審議しました。

議案については、いずれも原案のとおり可決・承認・同意しました。
（採決の結果は4ページに記載）
上程された議案は、３つの常任委員会に付託され、審査しまし

た。その内容は次のとおりです。

総務教育建設委員会
●京都地方税機構規約が変更されます
　　京都地方税機構が処理する事務に、固定資
産税（償却資産に限る）に係る申告書等の受
付等の事務が追加されます。
　　質疑の中で、「市の職員が調査する方が細
やかな対応ができるのではないか」との質問
に対し、「調査体制が一元化され計画的な対
応が可能となり、公平な課税による税収を見
込んでいる」との答弁がありました。
　　意見では、「調査権を委ねることは、課税自

主権を狭めることにつながる」「償却資産に係
る価格等の算定及び調査等については、地方
税法に基づく公平公正な課税のため、府内自
治体全体を俯

ふ か ん

瞰した客観的でより適正な価格
等の算定に資するものである」とありました。
　　採決の結果、賛成多数で可決となりました。

　　その他、８議案について審査を行い、採決
の結果、１議案は賛成多数で可決、７議案は
全員賛成で可決及び承認となりました。

京都地方税機構規約を変更

今年で９回目となる「市民と議会のつどい」を５月17日から６月12日まで５回開
催し、計87名の方にご参加いただきました。今回は、地区別の開催でなく各種団体
（綾部市消防団、小中学校ＰＴＡ、あやべネットワーク、綾部市環境市民会議、綾部商
工会議所）を対象に実施しました。それぞれ予算審査の内容を報告した後、意見交換
を行い様々な御意見や御要望をいただきました。これからも市民の皆様の声を市政に
反映させるよう努力してまいります。今後とも皆様の御理解と御協力をいただきます
ようお願いいたします。

令和元年度
「市民と議会のつどい」を開催しました



●家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部が改正されます
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準の一部改正に伴い、保育所等との連携につい
て要件を緩和するなど、所要の改正を行うもの
です。
質疑の中で、「卒園後の受け皿の連携施設が
実態として見つけられないことで要件が緩和さ
れたと思うが、企業主導型保育所などで補助金
が入っている認可外保育施設はあるか。また、
事業所内保育所も受け皿の連携施設になるか」

との質問に対し、「市内では、企業主導型保育所
はないが、認可外保育施設として一般認可外保
育施設が１園あり、綾部市から乳幼児健全育成
活動補助金を支給している。また、事業所内保
育所として４園あるが、事業所内保育所は事業
所職員の子どものみの利用のため、連携施設に
はならない」との答弁がありました。
採決の結果、全員賛成で可決となりました。

その他、２議案について審査を行い、採決の
結果、全員賛成で可決及び承認となりました。
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予算決算委員会 市民生活や地域活動を支援する予算を追加

●令和元年度一般会計補正予算（第２号）
移住者就業・起業支援補助金、コミュニティ
活動推進団体事業補助金、災害に強い森づく
り事業など、総額1億2138万円の追加予算を
計上するものです。
質疑の中で「移住者就業・起業支援補助金
について、就業の場合は京都府ＵＩＪターン
ナビに登録されている企業が条件になるが、
市内外の登録状況は」との質問に対し、「市内
では2社、府内では12社、大阪で１社が登録
されている」との答弁がありました。

意見では、「移住支援金の交付を受けるに
は、京都府ＵＩＪターンナビに登録された対
象企業等に就職することが条件となっている。
保育や介護、農業など幅広い業種の法人が登
録できるよう、市内の各事業者へ情報提供す
るよう要望する」とありました。
採決の結果、全員賛成で可決となりました。

その他、４議案の専決処分事項の報告につ
いて審査を行い、採決の結果、４議案とも全員
賛成で承認となりました。

産業厚生環境委員会 家庭的保育事業者等による卒園後の受け皿
の連携施設要件の緩和

同意した人事案件

●固定資産評価員の選任
　　　岩　本　正　信さん

（若松町）＝新

議員の表彰

　第 95 回全国市議会議長会定期総
会において、搗頭久美子議員が議
員在職 20 年の表彰を、安藤和明議
員が正副議長職４年の表彰を受け
ました。

京都府UIJ ターンナビ
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議
第
98
号　

「
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」

　
議
第
98
号
は
、
本
来
３
月
議
会
に
出
さ
れ

る
も
の
が
、
担
当
部
局
の
人
為
的
ミ
ス
で
６

月
に
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
ミ
ス
の
原
因
究
明

が
必
要
。行
政
事
務
は
、全
て
条
例
に
基
づ
き

実
施
さ
れ
る
も
の
。
ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
例
規
集
も
今
回
提
案
箇
所
が
欠
落
し
て

い
る
。
原
因
調
査
と
再
発
防
止
対
策
も
含
め

て
議
会
へ
の
報
告
を
求
め
る
。
議
案
が
消
費

税
増
税
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
認
め

ら
れ
な
い
。

　
議
第
１
０
５
号
は
、
市
か
ら
税
機
構
へ
新

た
に
固
定
資
産
税
の
う
ち
、
償
却
資
産
の
申

告
受
付
業
務
を
移
行
す
る
も
の
。
し
か
し
調

査
権
ま
で
移
行
す
る
こ
と
は「
課
税
自
主
権
」

を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、認
め
ら
れ
な
い
。

税
業
務
は
住
民
に
最
も
近
い
市
町
村
が
行
っ

て
こ
そ
、行
政
に
対
す
る
信
頼
が
得
ら
れ
る
。

以
上
２
議
案
に
反
対
す
る
。

反対 日本共産党
吉　崎　　　久

論
討

議
第
１
０
５
号　

「
京
都
地
方
税
機
構
規
約
の
変
更
」

行
政
事
務
人
為
的
ミ
ス
は
許
さ
れ
な
い
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一般質問

6月25日から27日の３日間にわたって17人の議員が市政全般について
質問を行いました。ここでは一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

Ｑ
　
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
中
高
年
の
ひ
き
こ

も
り
が
推
計
で
約
61
万
人
と
い
う
結
果
で
あ

る
。
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
が
長
期
化
と
高
齢

化
の
影
響
で
80
代
の
親
が
50
代
の
子
を
支
え
る

８
０
５
０
問
題
の
深
刻
さ
が
裏
付
け
さ
れ
た
。

本
市
の
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
は
ど
う
か
。

Ａ　
潜
在
化
す
る
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
掌
握
は
非

常
に
難
し
い
。
内
閣
府
の
調
査
結
果
を
本
市
の

人
口
に
当
て
は
め
る
と
２
５
９
人
と
い
う
推
計

に
な
る
が
、実
態
は
つ
か
め
て
い
な
い
。府
の
調

査
に
よ
る
と
府
内
全
体
で
１
１
３
４
人
が
ひ
き

こ
も
り
の
状
況
に
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
　
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
８
割
は
家
族
間
で
の
対

話
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
に
尽
き
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。家
族
環
境
は
、生
活
環
境
で
あ
り
生
活
の

環
境
調
整
な
く
し
て
、
個
人
治
療
や
集
団
適
応

支
援
に
は
進
展
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
問

題
が
こ
じ
れ
る
の
は
家
族
間
の
対
話
の
欠
如
と

い
わ
れ
る
。今
後
の
支
援
対
策
、就
労
支
援
、専

門
相
談
窓
口
の
設
置
等
の
考
え
は
ど
う
か
。

Ａ　
市
と
し
て
専
門
窓
口
は
設
置
し
て
い
な
い
。

府
で
は
、
脱
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
、
北
部
で
は
福
知
山
に
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト
が

開
設
さ
れ
て
い
る
。
市
の
関
連
す
る
取
り
組
み

で
は
、自
立
相
談
支
援
事
業
、家
庭
相
談
支
援
事

業
、就
労
準
備
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。ひ

き
こ
も
り
の
事
例
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
課
か
ら
府
の
事

業
を
紹
介
し
て
い

る
。

中高年のひきこもり支援は公明党　　森　　　義　美

Ｑ
　
大
雨
洪
水
時
に
出
る
気
象
庁
の
防
災
気
象
情

報
や
市
町
村
の
避
難
情
報
が
、
今
年
の
出
水
期

か
ら
危
険
度
に
応
じ
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
に

変
わ
っ
た
。
こ
の
警
戒
レ
ベ
ル
の
内
容
を
住
民

に
ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

Ａ　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
や
、
綾
部
市
自
主
防
災

組
織
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と
も
連
携
し
、
全

世
帯
に
周
知
文
書
を
配
付
す
る
よ
う
、
現
在
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
ま
た
、出
前
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
、各
地
区
自
治

会
長
会
で
も
お
知
ら
せ
し
、
機
会
が
あ
る
度
に

あ
ら
ゆ
る
広
報
媒
体
を
利
用
し
て
広
く
周
知
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
国
の
選
定
基
準
に
沿
っ
て
防
災
重
点
た
め
池

を
再
選
定
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
新
た
な

選
定
の
基
準
と
本
市
の
該
当
箇
所
数
、
今
後
の

た
め
池
防
災
対
策
の
進
め
方
は
。

Ａ　
今
回
の
再
選
定
は
、
決
壊
し
た
場
合
の
浸
水

区
域
に
家
屋
や
公
共
施
設
な
ど
が
存
在
し
、
人

的
被
害
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
た
め
池
と
い
う

選
定
基
準
に
基
づ
い
て
行
っ
た
。
防
災
重
点
た

め
池
の
数
は
13
カ
所
増
え
、46
カ
所
と
な
っ
た
。

　
　
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
ソ
フ
ト
面
の
対

策
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
っ
て
い
き

た
い
。ハ
ー
ド
面
の
対
策
は
従
来
同
様
、改
修
を

必
要
と
す
る
た
め
池
に
つ
い
て
地
元
の
理
解
と

協
力
を
得
る
中
で
計
画
的
に
改
修
を
実
施
し
て

い
く
。

出水期を迎えて市の取り組みは創政会　　柳　原　秀　一
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一般質問

Ｑ
　
市
内
の
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
の
平

均
受
給
額
は
い
く
ら
か
。　

Ａ　

平
成
30
年
３
月
末
で
、
国
民
年
金
の
満

額
６
万
４
９
０
０
円
に
対
し
受
給
平
均

は
５
万
７
８
０
０
円
／
月
、
厚
生
年
金
は

10
万
７
２
０
０
円
／
月
。

Ｑ　
市
内
の
国
民
年
金
受
給
額
は
生
活
保
護
費
よ

り
少
な
い
。
１
カ
月
の
生
活
費
は
ど
の
く
ら
い

必
要
と
考
え
る
か
。

Ａ　
市
内
の
算
定
は
難
し
い
。
総
務
省
の
家
計
調

査
で
は
高
齢
者
単
身
で
14
万
９
６
０
０
円
。

Ｑ
　
年
金
受
給
額
に
対
す
る
介
護
保
険
料
と
医
療

保
険
料
の
占
め
る
割
合
は
高
い
層
で
約
19
％
。

と
こ
ろ
が
所
得
１
千
万
円
以
上
は
７・９
％
。年

金
に
対
す
る
負
担
に
つ
い
て
見
解
は
ど
う
か
。　

Ａ　
国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
保
険
料
の
据

え
置
き
や
、
低
所
得
者
の
方
へ
の
軽
減
措
置
を

実
施
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
応
分
の
負
担
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ
　
介
護
保
険
料
は
当
初
か
ら
み
て
２・
４
倍
も

上
が
っ
て
い
る
。
市
内
国
保
世
帯
保
険
料
は
10

年
間
で
３
万
円
の
引
き
上
げ
、
逆
に
世
帯
所
得

は
18
万
円
も
減
っ
て
い
る
。
負
担
が
増
え
る
一

方
で
老
後
を
支
え
る
年
金
制
度
と
考
え
る
か
。

市
と
し
て
も
保
険
料
軽
減
な
ど
努
力
を
求
め
る
。　

Ａ
　
国
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
お
い
て
で
き

る
限
り
被
保
険
者
の
負
担
が
適
正
な
も
の
と

な
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
要
望
を

行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
基
金
活
用
も

考
慮
に
入
れ
運
営

し
て
い
き
た
い
。

老後を支える年金へ市も努力を日本共産党　　搗　頭　久美子

Ｑ
　
綾
部
市
に
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
希
望
さ
れ
る
子

育
て
世
代
は
、非
常
に
多
い
と
感
じ
る
。さ
ら
に

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
新

た
な
新
興
住
宅
地
と
工
業
団
地
の
造
成
が
必
要

で
は
。東
八
田
地
区
に
お
い
て
は
、高
速
道
路
の

Ｉ
Ｃ
と
舞
鶴
国
際
ふ
頭
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、

立
地
条
件
と
し
て
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ　
市
が
整
備
し
て
い
る
桜
が
丘
団
地
は
平
成
30

年
度
末
で
残
り
24
区
画
。現
在
、市
に
よ
る
新
た

な
住
宅
地
開
発
の
予
定
は
な
い
が
定
住
促
進
は

進
め
て
い
き
た
い
。工
業
団
地
に
関
し
て
は
、多

額
の
投
資
が
必
要
に
な
り
、
民
間
主
導
に
よ
る

形
成
と
い
っ
た
手
法
も
含
め
て
、
京
都
府
と
協

議
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ
　
西
八
田
地
域
に
は
新
興
住
宅
地
も
あ
り
子
育

て
世
代
が
非
常
に
多
い
。「
市
民
と
議
会
の
つ
ど

い
」で
西
八
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
か
ら
放
課
後

学
級
が
ほ
し
い
と
要
望
を
受
け
た
。
西
八
田
小

の
正
副
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
会
合
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
が
、
現
状
で
は
預
か
っ
て
も
ら
え
る
学
年
と

時
間
制
限
に
難
点
が
あ
る
と
伺
っ
た
。
対
応
が

必
要
で
は
。

Ａ　
現
状
、放
課
後
学
級
が
な
い
の
は
、西
八
田
小

区
域
だ
け
と
把
握
し
て
い
る
。
現
在
の
中
筋
児

童
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
状
況
と
放
課
後

学
級
と
の
違
い
を
説
明
し
た
上
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い

る
。

子育て世代が定住できる対策は民政会　　酒　井　裕　史

Ｑ
　
30
年
７
月
豪
雨
の
土
砂
災
害
は
、
災
害
規
模

が
大
き
く
、
初
め
て
の
出
来
事
で
わ
か
ら
な
い

中
、た
く
さ
ん
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
復
旧
活
動
を
し
て
い
た
だ

き
、本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
た
。

　
　
将
来
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
地
震
、
由
良
川

の
氾
濫
や
大
規
模
な
内
水
に
対
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
制
の
備
え
は
。ま
た
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
る
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
は
。

Ａ　
７
月
豪
雨
災
害
時
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
開
設
か
ら
14
日
に
わ
た
り
、
総
合
運
動

公
園
研
修
セ
ン
タ
ー
に
拠
点
を
置
き
、
市
内
外

か
ら
延
べ
１
６
８
５
名
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

　
　
災
害
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
人
材
の
確
保
や
育
成
策
の
検
討
を

急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
マ
ッ
チ
ン
グ
を
中
心
と
す

る
業
務
に
か
か
わ
れ
る
人
材
の
確
保
と
育
成
が

課
題
で
あ
る
。

Ｑ
　
人
口
密
度
が
高
い
市
内
で
災
害
が
起
こ
っ

た
場
合
、
現
在
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー
の
場
所
で
は
、
人
や
資

材
や
駐
車
場
が
集
結
し
に
く
い
が
本
部
と
な
る

よ
う
な
場
所
は
。

Ａ　
防
災
訓
練
等
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
開
設
訓
練
や
、
各
種
研
修
は
行
っ
て
い

る
。旧
町
内
で
の
災
害
時
は
、適
切
な
施
設
規
模

や
設
備
面
、
駐
車

場
な
ど
の
環
境
面

な
ど
あ
ら
ゆ
る
観

点
か
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

災害ボランティアの確保と育成は民政会　　藤　岡　康　治
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Ｑ
　
小
中
学
校
で
朝
食
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
毎

年
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
平
成
30
年
度

の
結
果
か
ら
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
の
食
生
活

の
現
状
は
ど
う
か
。

Ａ　
朝
食
を「
毎
日
食
べ
る
」が
市
内
の
全
小
学
６

年
生
で
84
％
、全
中
学
３
年
生
で
81
％
。朝
食
の

内
容
は
、
綾
部
小
学
校
の
調
査
で
は
、
パ
ン
と

お
か
ず
が
32
％
、
ご
飯
と
み
そ
汁（
お
か
ず
）が

27
％
、パ
ン
の
み
22
％
、ご
飯
の
み
が
10
％
。

Ｑ
　
平
成
30
年
11
月
大
手
３
社
の
輸
入
小
麦
か
ら

除
草
剤
の
主
成
分
で
あ
る
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が
検

出
さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。給
食
で
は
、お

よ
そ
週
２
回
が
パ
ン
食
と
な
っ
て
い
る
が
、
小

麦
の
安
全
性
は
。

Ａ　
月
１
回
は
国
産
小
麦
の
パ
ン
を
提
供
し
て
い

る
。
京
都
府
学
校
給
食
会
か
ら
パ
ン
を
購
入
し

て
お
り
、市
で
は
調
査
し
て
い
な
い
。

Ｑ
　
米
飯
給
食
は
全
国
平
均
で
週
３・
５
回
と
増

え
て
い
る
。学
校
給
食
は
食
育
で
あ
り
、子
ど
も

た
ち
の
将
来
の
食
習
慣
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ

と
、
米
飯
給
食
は
地
元
農
産
物
を
活
用
し
や
す

く
、
安
全
性
が
高
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
本
市
で
も
米
飯
給
食
を
増
や
し
て
い
く

べ
き
で
は
。　
　

Ａ　
１
食
当
た
り
の
値
段
が
パ
ン
食
に
比
べ
て
高

く
な
り
、
給
食
費
の
単
価
が
上
が
る
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。
今
後
、
多
様
な
献
立
の
提
供
や
、
学

校
現
場
の
意
見
を

大
切
に
し
な
が

ら
、
米
飯
給
食
の

回
数
が
増
や
せ
る

か
ど
う
か
、
さ
ら

に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

米飯を増やし、安全な給食を日本共産党　　中　島　祐　子

Ｑ
　
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
の
原
子
力
発
電

は
現
時
点
で
は
必
要
だ
が
、
で
き
る
だ
け
原
子

力
に
依
存
し
な
い
で
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

を
活
用
し
た
発
電
が
技
術
の
向
上
と
と
も
に
進

み
つ
つ
あ
る
。
日
本
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
の
現
状
は
ど
う
か
。ま
た
、本
市
の
太
陽
光

発
電
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
電
力
が
生
み
出
さ

れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
日
本
全
体
の
発
電
力
量
の
割
合
は
、
約
４
割

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
液
化
天
然
ガ
ス
を
含
む
石
炭
・
石
油

等
火
力
が
81
％
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
８
％
、
水
力

が
８
％
、
原
子
力
が
３
％
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
23
年
度
創
設
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
制
度
で
の
設
置
件
数

は
30
年
度
ま
で
の
８
年
間
で
５
０
０
件
、
能
力

は
２
３
６
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
北
近
畿
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
民
間
企
業
が
、
舞
鶴
市
か
ら
三
田
市
ま
で
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
を
進
め
る
た
め
関

係
行
政
機
関
と
協
議
中
と
聞
く
が
、
ど
の
程
度

の
状
況
か
。ま
た
、本
市
で
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　
京
都
府
内
に
お
け
る
事
業
の
状
況
は
、
現
在

舞
鶴
市
に
お
い
て
浮
体
式
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の
事
前

調
査
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
に
係
る
事
前
調
査

の
段
階
と
聞
い
て
い
る
。
綾
部
市
に
は
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
敷
設
に
係
る
埋
設
物
や
隣
接
構
造
物
等

に
つ
い
て
事
業
者
か
ら
概
要
説
明
を
受
け
、
所

管
課
と
事
業
者
が

調
整
し
て
い
る
。

エネルギーのベストミックスを目指せ民政会　　安　藤　和　明

Ｑ
　
現
役
の
各
分
団
幹
部
が
集
ま
っ
た
、
市
民
と

議
会
の
つ
ど
い
で
は
、
第
一
の
課
題
を
団
員
不

足
と
し
て
い
る
分
団
が
多
か
っ
た
が
、
本
市
の

団
員
確
保
の
責
任
者
は
誰
で
あ
る
か
。

Ａ　
団
員
確
保
の
責
務
は
綾
部
市
で
あ
り
、
消
防

団
事
務
を
所
管
す
る
消
防
本
部
及
び
消
防
団
で

あ
る
。

Ｑ
　
本
市
に
は
実
質
的
な
担
当
者
の
存
在
が
な

い
。
３
人
い
る
副
団
長
の
中
で
誰
か
を
任
命
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、地
域
防

災
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
４
月
に
奥

上
林
分
団
と
中
上
林
分
団
が
上
林
分
団
に
統
合

さ
れ
た
が
、
分
団
の
再
編
や
統
合
に
つ
い
て
の

お
考
え
は
。

Ａ　
消
防
団
員
数
を
維
持
す
る
た
め
に
、
事
業
所

や
地
域
へ
の
働
き
か
け
を
一
層
強
化
す
る
。
分

団
の
再
編
、統
合
に
つ
い
て
は
、上
林
分
団
発
足

後
は
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
将
来
的
に
団

員
数
が
確
保
で
き
な
い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
時

は
ま
ず
、
分
団
内
の
部
班
の
編
成
に
つ
い
て
分

団
内
で
検
討
い
た
だ
く
。

Ｑ
　
若
年
層
の
状
況
は
。

Ａ　
25
才
ま
で
は
13
人
が
入
団
し
て
い
る
。

Ｑ
　
若
年
層
入
団
に
必
要
な
戦
略
策
定
を
行
政
の

力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
早
急
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ　
若
い
世
代
と
関
わ
り
の
あ
る
地
元
の
方
や
消

防
団
関
係
者
を
通
じ
て
、
消
防
団
活
動
へ
の
理

解
と
地
域
防
災
の

重
要
性
に
つ
い
て

啓
発
活
動
を
積
極

的
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

消防団員確保の責任者を明確に創政会　　梅　原　哲　史
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Ｑ
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
、
健
康
被
害
や
環
境

へ
の
影
響
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

大
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
漂
着
し
た
沖
縄

の
海
岸
で
、貝
類
を
調
査
し
た
結
果
、燃
え
に
く

く
す
る
添
加
物
の
一
種
で
毒
性
の
強
い
臭
素
系

難
燃
剤
が
高
濃
度
で
検
出
さ
れ
た
と
い
う
報
道

も
あ
っ
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
か
ら
発
生
す

る
問
題
に
つ
い
て
綾
部
市
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

Ａ　
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
洗
濯
排
水
に

含
ま
れ
る
衣
類
か
ら
脱
落
し
た
合
成
繊
維
、
洗

顔
料
や
歯
磨
き
粉
な
ど
に
も
含
ま
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
、食
物

連
鎖
で
人
体
に
取
り
込
ま
れ
蓄
積
し
て
い
く
こ

と
で
の
懸
念
も
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
発
生
防
止
に
努
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

Ｑ
　
国
は
、
来
年
４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ

ジ
袋
の
無
料
配
布
の
禁
止
を
決
め
た
が
綾
部
市

の
考
え
は
。

Ａ　
方
向
性
を
示
さ
れ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。国
の
制
度
整
備
、府
内
市
町
村
の
動
向
を
見

な
が
ら
対
応
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ
　
ご
み
の
減
量
や
３
Ｒ
の
推
進
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
環
境
市
民
会
議
で
、

部
会
の
活
動
や
会
員
拡
大
等
広
報
に
課
題
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
今
後
も
会
議
の
活
動
が
充
実
で
き
る
よ
う
、

課
題
共
有
し
な

が
ら
会
員
増
の
啓

発
、
広
報
、
手
法

の
検
討
を
行
い
、

し
っ
か
り
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
。

プラスチックごみをどう考えるか日本共産党　　井　田　佳代子

Ｑ
　
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

減
少
が
進
ん
で
い
る
。
三
大
運
動「
健
康
」「
友

愛
」「
奉
仕
」を
基
本
理
念
と
し
、
地
域
の
リ
タ

イ
ア
さ
れ
た
高
齢
者
が
元
気
に
活
動
す
る
組
織

で
あ
る
が
、
戦
後
生
ま
れ
の
高
齢
者
の
登
場
や

時
代
の
変
化
に
よ
り
、
う
ま
く
機
能
し
に
く
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
綾
部
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
で

も
平
成
26
年
度
に
３
６
０
０
人
お
ら
れ
た
会
員

が
、
令
和
元
年
度
に
は
２
８
７
０
人
と
５
年
間

で
７
０
０
人
以
上
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
増
強
運
動
に
取
り
組

ま
れ
、
綾
部
市
で
も
年
間
２
０
０
人
の
増
強
運

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
会
員
減
少
問
題
を

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
増
強
運

動
に
協
力
で
き
な
い
か
。

Ａ　
減
少
問
題
の
背
景
に
は
役
員
の
な
り
手
が
少

な
い
こ
と
。
現
役
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る

方
も
多
い
。
情
報
社
会
に
お
い
て
自
ら
で
趣
味

や
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地

域
と
の
関
わ
り
合
い
に
考
え
方
の
変
化
が
あ
る

等
、
特
に
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
こ
と
が
大

き
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
市
と
し
て
も
綾
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

各
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
、
各
種
行
事
へ
の
移

動
バ
ス
の
確
保
、
市
広
報
で
の
周
知
に
努
め
て

い
く
。
ま
た
、
引
き
続
き
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
を
図
り
、高
齢
者
の
生
き
が
い
、健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
明
る
い
長

寿
社
会
の
実
現
と

保
健
福
祉
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た

い
。

綾部市老人クラブ会員減少問題を問う創政会　　　渡　辺　弘　造

Ｑ
　
古
紙
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ご
み
の
減
量

化
に
と
っ
て
意
義
あ
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
し

か
し
、
多
く
の
自
治
会
に
参
画
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
、
期
待
さ
れ
る
効
果
も
少
な
い
の
で
は

と
感
じ
る
。ま
た
、資
源
回
収
補
助
制
度
な
ど
取

り
組
ん
で
い
る
が
、現
在
の
状
況
は
。

Ａ　
平
成
30
年
度
の
実
績
と
し
て
、
古
紙
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
12
の
自
治
会
が
登
録
さ
れ

て
い
る
。ま
た
、資
源
回
収
制
度
を
利
用
し
て
33

の
自
治
会
が
古
紙
回
収
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
42
団
体
も
資
源
回
収

に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
ご
み
の
再
資
源
化
は
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷

軽
減
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
お
一
人
お

一
人
が
ち
ょ
っ
と
し
た
意
識
を
変
え
る
こ
と

で
、ご
み
の
処
理
量
が
減
り
、経
費
節
減
に
つ
な

が
り
、
ほ
か
の
事
業
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。そ
こ
で
、

改
め
て
３
Ｒ
の
意
識
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。

Ａ　
３
Ｒ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
31
年
３
月
に
策

定
し
た
第
３
次
綾
部
市
環
境
基
本
計
画
に
お
い

て
も
、
循
環
型
社
会
の
形
成
と
推
進
の
た
め
の

施
策
と
し
て
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
環
境
市
民
会
議
や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員

の
皆
様
と
連
携
し
、ま
た
、市
民
の
皆
様
の
御
理

解
、御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、推
進
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

古紙回収でごみの減量化を民政会　　片　岡　英　晃
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Ｑ
　
市
長
は
、１
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、ひ
き

こ
も
り
支
援
を
掲
げ
ら
れ
た
。今
は
、若
者
の
問

題
で
な
く
全
世
代
に
な
っ
て
い
る
。ご
所
見
は
。

Ａ　
不
登
校
に
つ
い
て
は
、教
育
関
係
者
の
取
り
組

み
の
成
果
で
減
少
、
大
人
の
ひ
き
こ
も
り
は
、
庁

内
の
関
係
部
局
が
連
携
を
し
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
府
は
、
全
国
で
も
先
進
的
に
様
々
な
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
る
が
、
綾
部
市
に
窓
口
が
な

い
。「
何
で
も
福
祉
相
談
」と
し
、
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
原
因
・
支
援
方
法
・
個
々
の
状
況
に
応
じ
た

多
様
な
対
応
が
必
要
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
か

ら
、
脱
ひ
き
こ
も
り
セ
ン
タ
ー
等
に
つ
な
い
で

い
く
。

Ｑ
　
民
間
団
体
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
が

行
政
が
団
体
や
事
業
の
理
解
を
し
、
つ
な
い
で

い
っ
て
ほ
し
い
。長
岡
京
市
は
Ｈ
Ｐ
に
フ
ロ
ー
図

を
作
成
し
、相
談
者
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
し

て
い
る
が
い
か
が
か
。

Ａ　
民
生
・
児
童
委
員
に
、
福
祉
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
、
配
布
し
て
い
る
。
元
年
は
改
選

年
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
２
年
４
月
に
改
訂
す
る
。

Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
も
含
め
て
制
度
の
周
知
を
検
討

し
た
い
。

Ｑ
　
府
は
新
総
合
計
画
へ
就
労
・
福
祉
か
ら
検
討

中
。市
も
総
合
計
画
へ
組
込
み
支
援
強
化
を
位
置

づ
け
地
域
の
力
に
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
福
祉
の
み
な
ら

ず
、
行
政
・
地
域

を
含
め
た
オ
ー
ル

綾
部
で
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ひきこもり支援強化を地域全体で心友会　　塩　見　麻理子

Ｑ
　
近
年
、
散
歩
中
の
園
児
の
列
や
登
下
校
中
の

児
童
の
列
に
車
が
突
っ
込
む
、
本
当
に
痛
ま
し

い
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
。
府
道
綾
部
大

江
線
は
、
現
在
19
名
の
児
童
の
通
学
路
に
な
っ

て
い
る
が
、道
幅
が
狭
く
歩
道
も
な
い
。道
路
横

に
は
70
㎝
位
の
水
路
が
あ
り
、
積
雪
時
に
は
大

変
危
険
で
あ
る
。道
路
の
拡
幅
、歩
道
の
設
置
が

で
き
な
い
か
。

Ａ　
管
理
す
る
中
丹
東
土
木
事
務
所
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
３
カ
所
の
退
避
所
を
整
備
し
た

が
、周
辺
道
路
の
事
業
実
施
状
況
、予
算
等
を
踏

ま
え
て
今
後
の
事
業
着
手
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
　
今
後
関
係
機
関
と
調
整
す
る
中
で
、
京
都
府

に
対
し
て
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
当
府
道
で
は
、
登
校
時
間
帯
と
通
勤
時
間
帯

が
同
じ
時
間
帯
に
な
り
、
自
動
車
が
か
な
り
の

ス
ピ
ー
ド
で
走
行
さ
れ
て
い
る
の
を
多
く
見
か

け
る
。私
た
ち
見
守
り
隊
も
、子
ど
も
た
ち
の
登

校
の
列
を
見
か
け
た
ら
徐
行
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
は
徐
行
し
て
い
た
だ
け
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。そ
こ
で
、通
学
時
間
帯
の
速
度
制
限
は
で

き
な
い
か
。

Ａ　
全
国
で
多
発
し
て
い
る
痛
ま
し
い
事
故
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
、
市
と
し
て
も
警
察
署
や
道

路
管
理
者
と
連
携

し
て
、
安
全
対
策

を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

安全な通学路の確保を民政会　　本　田　文　夫

Ｑ
　
こ
の
間
市
内
数
カ
所
で
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置

の
た
め
の
土
地
造
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。
規
模

が
小
さ
い
場
合
、
法
的
規
制
を
受
け
な
い
こ
と

が
あ
る
。
地
域
へ
の
説
明
な
し
で
実
施
さ
れ
る

た
め
、
そ
の
規
制
対
策
を
求
め
て
き
た
が
検
討

状
況
は
ど
う
か
。

Ａ　
一
定
規
模
以
上
の
造
成
は
、
雨
水
処
理
等
周

辺
地
域
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
安
全

で
秩
序
あ
る
土
地
利
用
と
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
31
年
３
月
28
日
に「
市
工
作
物
設
置
等
の
た

め
の
造
成
行
為
に
関
す
る
指
導
要
綱
」を
施
行

し
、
７
月
１
日
以
降
の
工
事
に
適
用
す
る
こ
と

と
し
た
。原
則
、市
と
の
協
議
を
必
要
と
す
る
内

容
の
要
綱
で
あ
る
。

Ｑ
　
現
在
工
事
中
の
箇
所
が
あ
る
が
、
人
家
へ
の

危
険
性
が
予
測
さ
れ
る
。
７
月
実
施
と
の
関
係

で
近
隣
住
民
か
ら
の
相
談
は
な
い
か
。

Ａ　
地
元
自
治
会
長
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。
内
容

に
よ
っ
て
は
事
業
者
に
対
し
て
協
力
要
請
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
大
規
模
な
土
地
造
成
は
、
府
の
開
発
許
可
が

必
要
。
現
在
於
与
岐
町
で
行
わ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
は
、
開
発
行
為
者
の
住
所
・
連
絡
先
が
明
示

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
問
題
は
な
い
の

か
。

Ａ　
「
災
害
か
ら
の
安
全
な
京
都
づ
く
り
条
例
」に

基
づ
く
協
議
が
さ
れ
て
い
る
も
の
。
住
所
等
の

表
示
を
義
務
付
け

る
規
定
は
な
い

が
、
今
後
、
京
都

府
の
方
か
ら
事
業

者
に
対
し
て
指
導

を
行
う
と
聞
い
て

い
る
。

土地造成は住民への十分な説明を日本共産党　　吉　崎　　　久
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Ｑ
　
指
定
避
難
所
と
は
、災
害
の
危
険
性
が
あ
り
、

避
難
し
た
住
民
等
が
災
害
の
危
険
性
が
な
く
な

る
ま
で
必
要
な
期
間
滞
在
し
、
ま
た
は
災
害
に

よ
り
自
宅
へ
戻
れ
な
か
っ
た
住
民
等
が
一
時
的

に
滞
在
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。学
校
・

体
育
館
等
の
施
設
、
公
民
館
等
の
公
共
施
設
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
市
の
総
数
及
び
総
収
容
人

数
は
。

Ａ　
地
区
の
公
民
館
、学
校
、そ
の
他
公
共
施
設
等

合
わ
せ
て
49
カ
所
。

　
　
総
収
容
人
数
は
約
７
８
０
０
人
と
算
定
し
て

い
る
。

Ｑ
　
指
定
避
難
所
に
お
け
る
環
境
問
題
、
例
え
ば

エ
ア
コ
ン
、
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
現
状
は
。

Ａ　
49
カ
所
の
う
ち
、
エ
ア
コ
ン
未
設
置
が
学
校

の
体
育
館
な
ど
19
施
設
、
女
子
ト
イ
レ
に
洋
式

ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い
な
い
施
設
は
５
カ
所
、

男
子
ト
イ
レ
に
洋
式
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い
な

い
施
設
は
11
カ
所
、
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
し

て
い
な
い
施
設
は
７
カ
所
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

し
て
い
な
い
施
設
は
８
カ
所
で
あ
る
。

Ｑ
　
豊
里
コ
ミ
セ
ン
で
は
男
子
ト
イ
レ
及
び
女
子

ト
イ
レ
の
個
室
12
室
全
て
和
式
で
あ
り
、
手
す

り
も
な
く
、
特
に
高
齢
者
が
利
用
し
づ
ら
い
が

洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
計
画
は
あ
る
の
か
。　
　

Ａ　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
も
、
洋
式
ト
イ

レ
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。
今

後
、
財
政
状
況
を

鑑
み
な
が
ら
洋
式

ト
イ
レ
の
設
置
を

検
討
し
て
い
く
。

指定避難所の環境改善を新政会　　村　上　宣　弘

一般質問

Ｑ
　
閉
館
し
た
ホ
テ
ル
の「
梅
の
間
」
の
利
用

は
１
０
０
人
以
上
の
規
模
が
年
間
70
回
で
、

１
０
０
人
未
満
を
加
え
る
と
さ
ら
に
相
当
数

の
利
用
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
市
内
に
は
料

理
旅
館
等
も
多
く
、
少
人
数
の
会
合
な
ら
代
替

機
能
は
あ
る
が
、
大
人
数
で
の
会
議
や
パ
ー

テ
ィ
ー
、
式
典
等
と
な
る
と
公
共
施
設
を
含
め

て
も
代
替
機
能
は
見
当
た
ら
な
い
。
定
例
的
な

行
事
で
の
利
用
が
多
い
た
め
、
そ
の
行
事
が
市

外
で
の
開
催
と
な
る
こ
と
は
、
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
か
ら
も
大
問
題
で
あ
る
。「
梅
の
間
」

の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
は
、
重
要
な
社
会
的

資
本
で
あ
り
、
市
と
し
て
積
極
的
に
代
替
施
設

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。市
長
の
考
え
は
。

Ａ　
市
内
に
２
０
０
人
規
模
の
ホ
ー
ル
が
こ
の
ホ

テ
ル
以
外
に
は
な
く
、
市
と
し
て
も
閉
館
は
非

常
に
残
念
な
思
い
だ
。
少
な
く
と
も
ホ
ー
ル
機

能
の
継
続
を
望
む
声
が
多
い
こ
と
も
承
知
し
て

い
る
。
ホ
テ
ル
が
持
っ
て
い
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
機
能
は
多
く
の
市
民
や
団
体
、
企
業
に
利
用

さ
れ
て
き
た
だ
け
に
、
無
く
な
る
と
需
要
が
市

外
に
流
出
し
、
市
内
経
済
の
損
失
や
市
の
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
は
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
認
識
し
て
お
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
議
員
の
皆
さ
ん
の
賛
同
が
得
ら
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
優
先
度
を
上
げ
て
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。　

京綾部ホテルの代替機能の確保を創政会　　荒　木　敏　文

Ｑ
　
本
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
昨
年
の

７
月
豪
雨
災
害
か
ら
１
年
が
経
過
す
る
。
本
市

に
お
い
て
は
約
70
年
間
発
生
し
て
い
な
か
っ

た
、尊
い
人
命
が
失
わ
れ
る
災
害
と
な
っ
た
が
、

そ
の
教
訓
を
本
市
の
防
災
対
策
に
ど
の
様
に
活

か
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
に
よ
る
避
難
の
タ
イ
ミ

ン
グ
の
設
定
や
自
助
・
共
助
の
強
化
・
充
実
、

危
険
性
の
あ
る
避
難
所
の
見
直
し
、
危
機
管
理

監
の
新
設
な
ど
組
織
体
制
の
強
化
・
充
実
、
綾

部
市
防
災
関
係
機
関
連
携
会
議
の
設
置
に
よ
る

防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
防
災
体

制
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

Ｑ
　
７
月
豪
雨
災
害
で
は
市
内
各
地
で
多
く
の
被

害
が
発
生
し
、
今
も
な
お
そ
の
復
旧
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
西
部
地
区
の
住
民
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
府
道
綾
部

大
江
宮
津
線（
今
田
町
）の
復
旧
工
事
が
進
ん
で

い
な
い
。
昨
年
の
災
害
時
に
は
半
孤
立
状
態
と

な
っ
た
物
部
・
志
賀
郷
地
区
の
住
民
と
し
て
は

非
常
に
心
配
を
し
て
い
る
。
京
都
府
へ
強
く
働

き
か
け
を
。

Ａ　
当
該
箇
所
の
災
害
復
旧
を
管
理
す
る
中
丹
東

土
木
事
務
所
に
よ
る
と
、
道
路
対
策
に
つ
い
て

は
歩
道
沿
い
に
擁
壁
を
設
置
す
る
計
画
。
用
地

買
収
が
完
了
す
れ
ば
工
事
に
着
手
。
山
腹
法
面

対
策
に
つ
い
て
は
道
路
の
復
旧
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
対
応
す
る
と

の
こ
と
。
早
期
に

復
旧
工
事
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
京
都

府
に
強
く
要
請
し

て
い
る
。

７月豪雨を教訓とした防災対策は民政会　　種　清　喜　之



　綾部市議会が取り組んでいる議会改革の一環として、議長交際費を市民に積極的に公開しています。
　ここでは平成３０年４月から平成３１年３月までの支出について報告します。
　また、ホームページにおいても公開しています。

（単位：円）

※支出総額と交付決定額の差額は会派で支払われています。

※「その他」は協賛金等です。
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3,000

13,000

2

1

3

８月 件
数

0 0

９月 件
数

5,000

7,000

12,000

1

1

2

１０月 件
数

25,000

5,000

5,000

35,000

１１月 件
数

5,000

5,000

6,000

1,000

17,000

1

1

1

1

４

１２月 件
数

30,000

12,000

42,000

6

2

8

１月 件
数

10,000

10,000

2

2

２月 件
数

5,000

5,000

146,000

20,000

34,000

6,000

206,000

1

1

３月 合 計件
数

（単位：円）

4

1

1

6

　政務活動費は、地方自治法第１００条第１４項及び第１６項の規定に基づき、「綾部市議会政務活動費の交付に
関する条例」を定めて、市議会議員の調査研究に必要な経費の一部として交付されます。

(会派に対し、月額１万５千円／人)　
　なお、詳細については、市議会ホームページ、情報公開コーナー（市役所東庁舎１階）で公開しています。

平成30年度(９月～３月）政務活動費の収支内容をお知らせします。平成30年度(９月～３月）政務活動費の収支内容をお知らせします。

民 政 会

創 政 会

日本共産党

新 政 会

公 明 党

心 友 会

630,000 

525,000 

420,000 

105,000 

105,000 

105,000 

566,450 

647,913 

421,195 

20,081 

22,950 

60,000 

566,000 

525,000 

420,000 

20,000 

22,000 

60,000 

交付上限額 支出総額 交付決定額政務活動概要会　　派

会派視察（仙台市、石巻市、寒河江市、相馬市）
研修参加（全国水源の里シンポジウム）、書籍購入

会派視察（東京都）、会報発行、コピー代、新聞購読

会派視察（小金井市）、研修参加（全国水源の里シンポジウム）
会報発行、折込料、コピー代

事務経費

研修参加（全国水源の里シンポジウム）、新聞購読

研修参加（地方議員研究会）

平成３０年度議長交際費の支出内容をお知らせします。平成３０年度議長交際費の支出内容をお知らせします。
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令和元年９月定例会の日程予定
　9月定例会は、9月3日から10月11日までの39日間の会期で予定しています。

９月　３日（火）　本会議（議案上程　人事案件採決）
　　１０日（火）　請願受理締切り（正午）
　　１１日（水）～１３日（金）　一般質問
　　１７日（火）　総務教育建設委員会
　　１８日（水）　産業厚生環境委員会
　　２４日（火）　予算決算委員会（総括質疑）
　　　

　９月２５日（水）　予算決算委員会（予算審査）
　　　２７日（金）　本会議（採決）
１０月　２日（水）～９日（水）　予算決算委員会　
　　　　　　　　　　　　　　　（決算審査）
　　　１１日（金）　本会議（採決）



チームのどんなところが好き？
・ 仲がいいところ。
・ 大きな声が出せるところ。
・誰かがミスしてしまったら全力で全員が　　　　　　
カバーにいけるところ。

・ できなかったところを相談できるところ。
・ 声かけができるところ。
・ あかるいところ。
・ 元気なところ。
・ 一生懸命ボールを取りに行けるところ。
・ 人数が少なくても楽しくバレーができるところ。
・ 協力し合えるところ。
・ いつでも全力なところ。
・ どんなことでも挑戦するところ。
・ 監督・コーチが面白くてやさしいところ。
・ 切り替えが早いところ。

将来の夢・目標は？
・ バレー選手になりたい。
・ 選手になれなくても、山家で習ったことが活かせる　　
仕事をしたい。

・ 綾部大会で１位になって京都大会で１勝したい。
・ 子どもができたら一緒にバレーボールをする。
・ 京都大会で優勝して、全国大会に出場すること。
・ フィギュアスケート選手になりたい。
・ バレーボールが上手になりたい。
・ 美容師になりたい。

取材を終えて
　「集合、よろしくお願いします。」元気いっぱいに迎えてくれま
した。少ない人数ではありますが、チームワークの良さ、みんな
がバレーボールを楽しみながら練習に打ち込んでいる姿が印
象的でした。
　長い歴史のあるチームです。バレーボール選手になりたいと
いう上級生の思いやバレーボールが上手になりたいという下
級生の思いを受け止めながら、監督、コーチが厳しくも温かい
指導をされ、これからも山家少女バレーとして活躍していってく
ださい。応援しています。

現在は、２年生から５年生まで８人が在籍されています。
バレーボールを通じて、学校や家庭など日々の生活においても、礼
儀やマナーなども含め基本を大切にすることを指導され、「仲良く」
「元気に」をモットーに練習に励んでおられます。

～山家少女バ
レー～

（令和元
年６月  取

材）

世代からの
メッセージ次次

部員を募集中！
＊＊＊お問合せ先＊＊＊
石原　彰治 さん

ＴＥＬ ０９０－１９６３－０２６９
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　平成30年７月豪雨により、３人の尊い命が奪われてから一年が経ちました。改めて心からご冥福を
お祈りいたしますと共に、被災されました皆様にお見舞い申し上げます。令和元年、大きな災害のない
年となるよう祈るばかりです。

　綾部市議会では近年の災害を踏まえ、防災対策特別委員会を設置し、市民の安全・安心のために調査・研究を重ね、活動を進めてい
るところです。
　また、令和元年の「市民と議会のつどい」では、各種団体、サークル等のみなさまと意見交換をさせていただきました。これからも、
みなさまの声を議会にお寄せ下さい。
　まだまだ暑い日が続きますが、くれぐれもお身体にはお気をつけください。

編集／広報広聴委員会
◎森　義美・○梅原哲史・藤岡康治・酒井裕史・井田佳代子・中島祐子・片岡英晃・渡辺弘造 (◎委員長　○副委員長 )

編 集 後 記


